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水田コレクションの浮世絵―長春筆『江戸風俗図巻』を中心に― 
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 （一）「江戸風俗図巻」絹本着色二巻 城西大学水田美術館蔵 
 （二）「四季江戸風俗図巻」絹本着色一巻 出光美術館蔵 
 （三）「江戸風俗図巻」紙本着色二巻 大英博物館蔵 
 （四）「街頭風俗図巻」紙本着色一巻 ジェノヴァ東洋美術館蔵 
 （五）「路上風俗図巻」紙本着色一巻 ウェストン・コレクション 
 （六）「風俗図巻」紙本着色一巻 東京国立博物館蔵 
 （七）「遊楽図巻」紙本着色一巻 ボストン美術館蔵 
 （八）「歌舞伎風俗図巻」紙本着色一巻 ジェノヴァ東洋美術館蔵 
 （九）「雑劇図巻（芝居小屋図）」紙本着色一巻 フリーア美術館蔵 
 （十）「室内遊楽図巻」絹本着色一巻 泉屋博古館蔵 
 （十一）「十二ヶ月祭礼図巻」紙本着色一巻 フリーア美術館蔵 
 （十二）「風俗図巻」紙本着色一巻 徳島市立徳島城博物館蔵 
（十三）「吉原風俗図巻」絹本着色一巻 『近世風俗図巻』第三巻(1974)収載作品、当時
小田栄作氏蔵 
 （十四）「風俗図巻」紙本着色一巻 ウェストン・コレクション 
 （十五）「遊楽画巻」絹本着色一巻 岡田美術館蔵 
 （十六）「男女遊楽図巻」絹本着色一巻 『浮世絵派画集』第二冊(審美書院、1906)収載
作品、当時九鬼隆一氏蔵 
 （十七）「春画巻（花の色香）」紙本着色一帖（元一巻か） 個人蔵 『春画と肉筆浮世
絵』(洋泉社、2006)収載 
二、署名「日本繪宮川長春圖」・印章「宮川氏」（朱文方印） 
 （十八）「水辺遊楽図巻」絹本着色一巻 チェスター・ビーティー図書館蔵 





 （二十一）「桜見物図巻」絹本着色一巻 新健康協会清明会館蔵 
五、落款未詳 
 （二十二）「四季遊楽図巻」絹本着色一巻 三越呉服店旧蔵（焼失、『國華』184 号収載） 
他に、「十二ケ月風俗図巻」（模本、紙本着色一巻 国会図書館蔵）などあり 
 
「江戸風俗図巻」絹本着色二巻 城西大学水田美術館蔵 享保期（一七一六～三六） 



















































  菱川師宣の四季風俗図巻を継承し、最も多く制作されたと思われる主題 
個人蔵の「初春風俗図巻」とジェノヴァ本「街頭風俗図巻」の図様がほとんど一致 







  劇場図……水田本の上巻、ジェノヴァ本「歌舞伎風俗図巻」 






  長春独自のスタイル 
六、春画 
一巻、十二図構成を基本とする 
長春の「業平東下り図」と「形見の駒図」 
 
「業平東下り図」 学校法人城西大学水田美術館蔵 
『伊勢物語』第九段の、在原業平とされるある男の東下りを、長春独得の感覚で変容さ
せた作品。業平東下りは、嵯峨本『伊勢物語』の図様、すなわち、馬上の貴人が富士山を
仰ぎ見、周囲に長柄傘などの荷を持った仕丁たちを配するというのが、最も普及している
が、この図で業平に仮託されているのは、白地の打掛を着た遊女で、新造・禿とともに富
士を仰ぎ見ている。そして、馬を牽き、長柄傘を持つ相応の歳の女性二人が配されている。 
 馬を牽く二人の女性を描く画題としては、『曾我物語』に依拠した「形見の駒図」があり、
長春は、その作品も制作しているが、業平に相当する人物がいるか、長柄傘を持つ人が描
かれているかが、判別するポイントとなる。 
 
「形見の駒図」 静嘉堂文庫美術館蔵 
 「業平東下り図」に似ているが、こちらは、『曾我物語』から生まれた画題。曾我十郎と
五郎の兄弟が工藤祐経を討ち、兄弟も亡くなった後、十郎の愛人の大磯の虎と五郎の愛人
の化粧坂の少将が、兄弟の形見の駒を引いて行く情景である。虎と少将が駒を引くという
場面を直接『曾我物語』に求めることは出来ないが、近松門左衛門作の浄瑠璃『世継曾我』
（天和三年）には、曾我の里に向かう「虎少将道行」として盛り込まれている。太田記念
美術館には無款の「曾我物語屏風」（紙本、六曲一隻）が所蔵されており、それにも「形見
の駒図」が認められるので、その図様が『世継曾我』を直接的な典拠とするのか、あるい
はそれに先行する物語や逸話があるのか未詳であるが、十七世紀に生まれた画題であるこ
とは確かであろう。画題の名称については、奥村政信画の古典を当世風にやつした横大判
墨摺絵十二枚のシリーズ（ＭＯＡ美術館蔵）のなかに「かたみのこま」と題された一図が
あるので、とりあえずそれに従う。 
 「形見の駒図」について、最初に指摘したのは、ミネアポリス美術館蔵の田村水鷗筆「裾
野の駒引き図」の解説をした鈴木重三氏であるが、その後、山崎龍女筆「二美人駒引き図」
（東京国立博物館蔵）も同一主題であることが判明した。また、それらに先行すると思わ
れる古山師重筆の「形見の駒図」もある。 
 図の虎と少将は、長春描く遊女図と同様の風俗に作られている。右の女性が留袖、左の
女性が振袖なので、右が虎、左が少将ということになるであろうか。本図以外の「形見の
駒図」にはすべて富士山が描かれているが、長春は、富士に変えて柳を配している。 
 
水田コレクションの浮世絵 
 
川又常正「追羽根図」紙本着色一幅 
無款「楼上遊宴図」紙本着色一幅 
喜多川歌麿「遊女と禿図」絹本着色一幅 
喜多川歌麿「音曲比翼の番組 小むら咲権八」間判錦絵 
鳥園斎栄深「鷹匠」大判錦絵 
菊川英山「風流狐けん」大判錦絵三枚続 
